
研究開発課題：行動を誘引するフィードバック

ハイブリッド介護で事故を減らす

高齢者の居宅内事故予防支援

“通心快心” システムの社会実装に向けて

1．リスクに対する主観的な判断
2．観察可能なシグナルのセンシング
3．観察可能な回避行動
4．行動の適切性の評価
5．評価に基づくサイクルの戻し先の選択
6．サイクルの再構成

意図せず突発的に起こってしまう事故を減らす
- 予兆を検知して、即座に職員へ通知

本人が自力で何かをしようとして失敗して起きた事故を減らす
立ち上がろうとしている場面を検知し、対話から行動意図
を推測
- 自力で達成できる → 安全に行えるようアドバイス

サポートが必要 → 職員へ通知、到着するまで時間稼ぎ
をする

不都合・不適切な事象を回避するための
人の行動を喚起するフィードバックモデル

西條研と(株)ハタプロ等と協力のうえ、本技術の社会実装を目指します。
 “通心快心”によるサービスの適応領域を拡大を目指します。

東京工業大学 地球インクルーシブセンシング研究機構
https://www.coi.titech.ac.jp

“通心快心” システム

某介護老人保健施設におけるユーザーテストに向け
“通心快心”を取りけた車椅子“通心快心”の構成と動作の流れ




